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る
。要

請
内
容
は
、
遊
休
農
地

の
発
生
防
止
・
解
消
に
向

け
、
同
委
員
会
独
自
の
取
り

組
み
で
あ
る
市
域
６
ブ
ロ
ッ

ク
で
の
「
農
地
を
活
か
し

隊
」
活
動
の
中
で
確
認
さ
れ

た
、
遊
休
農
地
解
消
に
向
け

た
農
地
中
間
管
理
事
業
・
加

古
川
市
農
地
情
報
バ
ン
ク
制

度
の
拡
充
な
ど
の
５
項
目
と

な
っ
て
い
る
。

年
次
総
会
終
了
後
は
、
農

地
利
用
最
適
化
推
進
全
体
会

を
開
き
、
農
地
を
活
か
し
隊

活
動
の
班
別
実
績
発
表
と
意

見
交
換
会
な
ど
も
実
施
。
馬

田
会
長
は
「
農
業
委
員
・
推

進
委
員
間
の
情
報
共
有
を
促

進
し
、
地
域
課
題
の
解
決
に

向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
し

て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語

っ
た
。

（
山
口
昭
彦
）

３
」
に
基
づ
く
農
業
委
員
・

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

の
行
動
指
針
や
数
値
目
標
を

達
成
す
る
た
め
、
必
要
な
施

策
の
構
築
な
ど
を
求
め
て
い

【
兵
庫
】
加
古
川
市
農
業

委
員
会
は
８
月
５
日
、
令
和

６
年
の
年
次
総
会
を
開
き
、

令
和
６
年
度
事
業
計
画
な
ど

の
議
案
審
議
に
先
立
ち
、

「
令
和
７
年
度
農
地

等
利
用
最
適
化
推
進

施
策
に
関
す
る
意
見

書
」
を
馬う

ま

田た

喜よ
し

紹つ
ぐ

会

長
か
ら
加
古
川
市
の

川
西
三み

つ

良よ
し

副
市
長
に

提
出
・
要
請
し
た
＝

写
真
。

意
見
書
で
は
、
同

委
員
会
が
、
２
０
２

３
年

月
に
策
定
し

た
「
農
地
等
の
利
用

の
最
適
化
の
推
進
に

関
す
る
指
針
２
０
２

し
込
む
。
申
し
込
み
受
け
付

け
は
先
着
順
で
、
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
。

詳
し
く
は
、https://ww

w3.pref.nara.jp/nafic/

briefings/

ま
で
。

（
木
村
将
史
）

メ
ン
ト
学
科
」

は

月

日
と


月

日
、

「
フ
ー
ド
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
学

科
」
は

月


日
に
開
催
す

る
。ア

グ
リ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
学
科

で
は
季
節
に
応

じ
た
野
菜
な
ど

の
収
穫
作
業
、

フ
ー
ド
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
学
科

で
は
ロ
ー
ス
ト

チ
キ
ン
や
ビ
ュ
ッ
シ
ュ
・
ド

・
ノ
エ
ル
な
ど
の
調
理
実
習

も
体
験
で
き
る
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の

参
加
費
は
無
料
で
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
申
し
込
み
フ
ォ
ー

ム
、
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

を
育
成
す
る
フ
ー
ド
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
学
科
が
あ
る
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
、
校
舎
の
施
設
案
内
や
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
紹
介
が
あ

り
、
在
校
生
と
の
交
流
や
個

別
相
談
を
通
じ
て
学
生
生
活

に
つ
い
て
詳
し
く
知
る
こ
と

が
で
き
る
。

今
年
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
は
、
「
ア
グ
リ
マ
ネ
ジ

【
奈
良
】
県
立
な

ら
食
と
農
の
魅
力
創

造
国
際
大
学
校
は
、

入
学
希
望
者
を
対
象

と
す
る
オ
ー
プ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
を
定
期
的

に
開
催
し
て
い
る
。

２
年
制
の
専
門
学

校
で
、
農
業
経
営
セ

ン
ス
の
優
れ
た
「
農

の
担
い
手
」
を
育
成

す
る
ア
グ
リ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
学
科
と
、
農

業
・
農
作
業
に
関
す
る
知
識

を
持
っ
た
「
食
の
担
い
手
」

は
、
来
店
し
た
多
く
の
人
の

お
か
げ｣

と
笑
顔
で
話
し
た


予
約
や
問
い
合
わ
せ
は
、

長
浜
市
高
月
町
馬
上
２
２
９

１
の
４
、
☎
０
７
４
９
・
５

３
・
２
８
０
８
ま
で
。

（
中
野
剛
）

ェ
は
、
厨
房
担
当
の
尚
美
さ

ん
を
中
心
に
２
０
２
１
年
か

ら
営
業
を
始
め
、
農
園
の
多

彩
な
食
材
を
使
っ
た
ラ
ン
チ

が
人
気
だ
。

カ
フ
ェ
を
始
め
た
と
き
の

気
持
ち
、
今
思
う
こ
と
を
参

加
者
に
伝
え
た
尚
美
さ
ん
。

「
最
初
は
多
く
の
人
の
心
地

よ
い
居
場
所
と
な
る
多
目
的

カ
フ
ェ
を
め
ざ
し
、
売
り
上

げ
を
期
待
し
て
い
な
か
っ
た

が
、
こ
こ
ま
で
や
れ
た
の

【
滋
賀
】
彦
根
市
農
業
委

員
会
（
田
中
金
二
会
長
）
は

こ
の
ほ
ど
、
長
浜
市
高
月
町

の
ヨ
コ
タ
農
園
（
横
田
圭
弘

代
表
）
で
「
ま
ち
の
農
業
・

農
村
茶
話
会
」
を
開
き
、
女

性
農
業
者
ら
が
参
加
し
た
。

今
回
は
、
６
次
産
業
に
フ

ォ
ー
カ
ス
し
、
同
農
園
の
Ｆ

ａ
ｒ
ｍ
ｃ
ａ
ｆ
é

Ｌ
ｉ
ａ

ｎ
の
事
例
を
実
際
の
現
場
で

聞
く
こ
と
で
、
彦
根
市
で
の

農
業
を
考
え
る
機
会
と
す
る

た
め
企
画
し
た
も
の
。

同
農
園
は
、
経
営
規
模
約

23
㌶
、
水
稲
・
麦
・
大
豆
の

ほ
か
、
ハ
ウ
ス
栽
培
の
イ
チ

ゴ
や
今
年
か
ら
収
穫
を
始
め

た
ナ
シ
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ブ
ロ

ッ
コ
リ
ー
な
ど
の
野
菜
と
旬

の
野
菜
を
圭
弘
さ
ん
と
奥
さ

ん
の
尚
美
さ
ん
、
息
子
の
一

仁
さ
ん
で
生
産
す
る
。
カ
フ

の
特
徴
は
、
一
定
の
成
績
で

修
了
し
た
者
を
地
域
農
家
候

補
者
と
し
て
登
録
し
、
市
と

市
農
業
委
員
会
が
連
携
し
て

農
地
を
あ
っ
せ
ん
す
る
こ

と
。
創
設
に
携
わ
っ
た
農
林

課
の
正
木
友
希
推
進
係
長
は

「
市
と
農
業
委
員
会
の
双
方

が
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と

で
、
地
域
計
画
で
担
い
手
の

参
入
を
希
望
す
る
地
域
で
の

就
農
に
つ
な
が
れ
ば
」
と
語

る
。同

塾
で
は
、
春
夏
・
秋
冬

コ
ー
ス
に
分
割
し
、
研
修
圃

場
で
作
付
け
か
ら
収
穫
ま
で

の
農
作
業
や
、
収
穫
物
の
販

売
実
習
、
農
薬
の
散
布
、
ト

ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
農
業
用
機

械
の
操
作
研
修
を
実
施
し
て

い
る
。

指
導
す
る
市
の
乾
達
男
営

農
指
導
員
は
「
農
薬
安
全
使

用
は
使
用
基
準
を
順
守
し
、

生
産
履
歴
記
帳
す
る
こ
と
が

重
要
。
ま
た
栽
培
ト
ラ
ブ
ル

に
つ
い
て
は
、
失
敗
の
原
因

を
知
っ
て
改
善
で
き
る
研
修

に
し
て
い
き
た
い｣

と
語
る


春
夏
コ
ー
ス
を
受
講
中
の

１
期
生
た
ち
は
「
普
及
指
導

員
資
格
が
あ
り
、
Ｊ
Ａ
で
長

年
営
農
指
導
を
し
て
い
た
市

の
営
農
指
導
員
か
ら
直
接
ノ

ウ
ハ
ウ
を
学
べ
る
た
め
、
書

籍
や
動
画
で
は
わ
か
り
に
く

い
感
覚
的
な
部
分
も
身
に
つ

く
」
と
笑
顔
で
話
す
。

（
林
佑
一
郎
）

【
大
阪
】
茨
木
市
で
は
、

本
年
度
に
市
内
の
農
地
で
就

農
す
る
意
欲
が
あ
る
新
た
な

担
い
手
の
確
保
と
育
成
を
目

的
と
し
て
、
産
業
環
境
部
農

林
課
の
主
導
で
「
就
農
支
援

塾
あ
ぐ
り
ば｣

を
創
設
し
た


き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は

府
の
準
農
家
制
度
（
※
）
の

廃
止
。
市
は
担
い
手
の
確
保

が
困
難
に
な
る
と
予
測
し
、

一
定
の
知
識
と
経
験
を
持
つ

就
農
希
望
者
を

地
域
計
画
に
ひ

も
づ
く
「
地
域

農
家
」
と
し
て

認
定
す
る
「
地

域
農
家
制
度｣

を
独
自
に
制
定

し
た


同
塾
の
最
大

◇

◇

※
農
産
物
の
販
売
意
欲
と

一
定
水
準
の
農
業
技
術
を
有

し
、
小
規
模
農
地
で
新
た
に

農
業
経
営
を
め
ざ
す
者
を

「
準
農
家
候
補
者
」
と
し
て

大
阪
府
が
登
録
し
、
農
地
あ

っ
せ
ん
の
支
援
な
ど
を
行
う

制
度
。
２
０
２
３
年
度
を
も

っ
て
廃
止

昨
年
ま
で
一
緒
に
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
し
て
い
た
先
輩
の

農
業
委
員
が
退
任
し
た
こ
と

か
ら
、
よ
り
主
体
的
な
立
場

で
調
査
を
担
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
意
気
込
む
久
保
さ

ん
。「

過
疎
化
が
進
む
中
山
間

地
域
で
は
、
農
地
の
現
況
を

詳
し
く
把
握
す
る
こ
と
が
重

要
。
ま
ず
は
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
を
し
っ
か
り
行
い
た
い
」

と
抱
負
を
語
っ
た
。

（
田
村
健
伍
）

の
植
林
用
の
苗
木
０
・
８

㌶
、
水
稲
３
・
２
㌶
を
栽
培

し
て
い
る
。

身
。
母
親
の
実
家
が
あ
る
縁

か
ら
同
町
清
水
地
区
に
移
り

住
み
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
な
ど

診
を
受
け
、
２
０
２
１
年
に

同
町
の
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
に
就
任
し
、
現
在
２

期
目
を
迎
え
る
。

久
保
さ
ん
は
和
歌
山
市
出

【
和
歌
山
】
「
農
業
委
員

会
の
業
務
は
、
地
域
の
誰
か

が
担
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

重
要
な
仕
事
。
個
人
が
で
き

る
こ
と
に
限
り
は
あ
る
が
、

自
分
が
や
れ
る
こ
と
を
地
道

に
や
っ
て
い
き
た
い
」
と
話

す
の
は
、
有
田
川
町
の
久
保

拓
人
さ
ん
（
38
）
。
前
任
者

が
知
人
だ
っ
た
こ
と
か
ら
打

▷27

有
田
川
町

久
保
拓
人
さ
ん

有
田
川
町

久
保
拓
人
さ
ん

地
道
な
活
動
で
地
域
守
り
た
い

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
で
の
現
況
把
握
に
意
欲

で
栽
培
。
ハ
ウ

ス
近
く
に
設
置

し
た
テ
ン
ト
で

約
９
割
を
直
売

し
、
近
隣
の
和

菓
子
店
や
ケ
ー

キ
店
か
ら
の
注

文
に
も
対
応
し

て
い
る
。

栽
培
で
は
、

苗
づ
く
り
に
力

を
入
れ
、
ラ
ン

ナ
ー
を
挿
す
タ

イ
ミ
ン
グ
な
ど

自
ら
研
究
を
進

め
る
涼
雅
さ

ん
。
「
さ
ら
に
規
模
拡
大
し

て
観
光
イ
チ
ゴ
園
に
も
挑
戦

し
、
将
来
は
法
人
化
を
め
ざ

し
た
い
」
と
夢
を
語
っ
た
。

（
澤
﨑
肇
）

決
め
た
。

イ
チ
ゴ
は
、
「
章
姫
」

「
よ
つ
ぼ
し
」
「
紅
ほ
っ

ぺ
」
の
３
品
種

を
ハ
ウ
ス
２
棟

【
京
都
】
「
子
ど
も
の
こ

ろ
か
ら
祖
父
や
父
が
一
生
懸

命
に
取
り
組
む
農
業
に
憧
れ

て
い
た
」
と
語
る
の
は
、
宇

治
田
原
町
で
イ
チ
ゴ
と
ト
マ

ト
を
栽
培
す
る
就
農
５
年
目

の
藤
田

涼
り
ょ
う

雅が

さ
ん
（
26
）

＝
写
真
。
地
元
の
Ｊ
Ａ
が
出

資
す
る
農
業
法

人
で
ト
マ
ト
や

イ
チ
ゴ
の
栽
培

を
学
び
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
が

高
い
イ
チ
ゴ
の
高
設
栽
培
を

経
営
の
中
心
に
す
る
こ
と
を

宇
治
田
原
町

藤
田
涼
雅
さ
ん

宇
治
田
原
町

藤
田
涼
雅
さ
ん

イ
チ
ゴ
の
直
売
が
順
調

将
来
の
夢
は
観
光
農
園

茨
木
市

｢まちの農業･農村考えよう｣
ヨコタ農園で茶話会

最
適
化
推
進
へ
施
策
構
築
を

加
古
川
市
農
委
会
が
市
に
要
請

カフェで講演する横田尚美さんと圭弘さん

収
穫
作
業
調
理
実
習
を
体
験

10
月
12
月
に
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

なら食と農の魅力創造国際大学校

彦根市農業委員会

ミーティング中の乾営農

指導員と１期生。年度

は最大７人で研修する

｢就農支援塾あぐりば｣を創設｢就農支援塾あぐりば｣を創設

新たな担い手の確保･育成へ新たな担い手の確保･育成へ新たな担い手の確保･育成へ新たな担い手の確保･育成へ新たな担い手の確保･育成へ

「
農
業
委
員
会
の
仕
事
は
大

変
な
こ
と
も
多
い
が
、
清
水

地
区
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
」
と
話
す
久
保
さ
ん

ナスの収穫作業（写真は昨年）
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